
 

浦安市立高洲北小学校 

令和５年度 学校経営方針       

１．学校教育の基盤と目的 

高洲北小学校の児童の実態・家庭の願い・地域性を基盤として、浦安市学校教育推進計画の

基本目標を受け、人や社会との積極的なかかわりを通して「主体的な学び・自他を尊重する心・

健やかな体・豊かなかかわり」の調和のとれた児童の育成をめざし、一人一人の有する能力を

伸ばしつつ、社会の形成者として必要とされる基本的な資質を養うことを目的とする。 

 

浦安市学校教育推進計画基本目標 

 自ら学び 自他を尊重する心と 新しい時代を切り拓き しなやかに生きる力の育成 

 

２．教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな情操 知性を身につけ 社会に貢献する児童の育成 

①  自ら学び、よく考え、自分の考えを表現できる。（主体的な学び） 

②  心豊かで、やさしく、下級生の世話ができる。（自他を尊重する心） 

③  健康でたくましく、生活にけじめがもてる。（健やかな体） 

④  様々な立場の人や社会に積極的に関わることができる。（豊かなかかわり） 
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（１）教育目標 

（２）こども像 



 

３．「めざすこども像」学年到達目標 

こども像 

自ら学び、よく考え、自
分の考えを表現でき
る。 

心豊かで、やさしく、下
級生の世話ができる。 

健康でたくましく、生
活にけじめがもてる。 

様々な立場の人や社会
に積極的に関わること
ができる。 

１年 

な か よ し 

話をよく聞くことができ
る。 

仲良く生活することが
できる。 

元気に遊ぶことがで
きる。 

進んであいさつをするこ
とができる。 

２年 

や さ し い 子 

思ったことを話すこと
ができる。 

友だちに親切にでき
る。 

外で遊び、時間を守
ることができる。 

学区の様子を知り、
人々に親しみを持つこと
ができる。 

すま

いる 

げんきいっぱい 

話をしっかり聞くことが
できる。 

笑顔で過ごすことがで
きる。 

外で元気に遊ぶこと
ができる。 

大きな声であいさつをす
ることができる。 

３年 

助 け 合 う 子 

自分の思いをわかりや
すく話すことができる。 

困っている周りの人に進
んで声をかけることがで
きる。 

進んで運動に親し
み、チャイム着席が
できる。 

生活に関わる人と進ん
で交流ができる。 

４年 

心 の 広 い 子 

友だちの考えを聞いて
話し合うことができる。 

いっしょに考えてあげ
ることができる。 

時間を考えて生活や
行動ができる。 

ふるさとを大切に地域と
関わることができる。 

５年 

高 め 合 う 子 

考えを明確に表現す
ることができる。 

誰にでも明るく接し、気
配りができる。 

場に応じたあいさつ
ができる。 

様々な立場の人と交流
することができる 

６年 

最上級生としての自覚 

よりよい考えを導き出
せる。 

やさしく下級生の世話
ができる。 

場に応じた行動がで
きる。 

社会の一員としての自
覚を持つ。 

４．本年度の重点 

 ＜学校経営＞ 

 ○人権を尊重し、豊かなかかわりの実現を目指します。児童が、楽しく安心感にあふれる学校

生活を送れるよう、合言葉の徹底を図ります。 

 

＜学年・学級経営、生徒指導＞ 

 ○「生徒指導の機能を生かした授業及び学年・学級経営」の実践に努めます。 

〇きめ細かな児童観察と教育相談の充実を図り、いじめや不登校の未然防止と早期発見・早期

解決に努めます。 【個人面談1回、教育相談３回の実施】 【年間４回の生活アンケートの実施】 

 

＜学習指導＞ 

 ○「主体的・対話的で深い学び」の視点からの学習指導の改善に努めます。 

 〇一人一台のタブレット端末を活用し、ＩＣＴ教育の推進を図ります。 

〇教員の専門性を生かした授業の充実を図り、教科担任制を推進します。 



 

○年度当初に年間の指導内容の見通しをもち、行事と各教科の指導を関連させることにより、

指導内容の精選を図り、教科横断的な学習が展開できるようにします。 

○毎時間、学習のめあてを板書することにより、指導目標の明確化を図るとともに、児童一人

一人の学習の心構えをつくります。 

○外国などの異なった文化や浦安の歴史や文化を理解し尊重する態度を育成します。 

 

＜道徳教育・特別活動＞ 

○全教育活動を通じて道徳教育を行うとともに、道徳の時間については、学年の系統性・学校

行事や各教科などとの関連を図りながら、学級の枠を越えた指導の工夫改善を図ります。 

○異年齢、異学年交流等を通して、豊かな人間関係を育成します。（近隣こども園・幼稚園や

保育園、高洲中学校との幼保小中連携を推進する。） 

〇ゲストティチャーの積極的な招聘を進め、様々な人と豊かに関わる児童を育成します。 

 

＜健康・安全・防災教育＞ 

○運動に取り組む効果的な機会を意図的に仕組むことにより、生涯スポーツの基礎を築く資質

や能力の育成と体力の向上を図ります。 

○身近な生活における健康・安全に関する基礎的な内容を重視することにより、健康で安全な

生活を送る資質や能力を培います。 

○自他のいのちを大切にし、思いやりを持ち、健康でたくましい子どもを育成します。 

〇児童と教職員がともに学校施設・設備の安全確保に努め、安全な学校づくりを推進します。 

【月１回の安全点検の実施】 

＜特別支援教育＞ 

〇特別支援学級設置校の特徴を生かし交流活動および共同学習の推進を図ります。 

〇特別支援教育コーディネーター（２名）を中心とする校内体制の充実を図ります。 

○「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律」を踏まえ、 生活支援・学習支援の

両面から特別な支援を要する児童を把握し、学校全体で合理的配慮に基づく支援を行います。 

○児童一人一人の教育的ニーズに合わせた「個別の指導計画」や必要に応じ「個別の教育支援

計画」を作成し、めざすところを学校と保護者・本人で確認し、その成果を共有します。 

 

＜キャリア教育＞ 

○教育活動全体を通じて、将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしな

がら、自分らしい生き方を実現するための力を育成します。   【「おやじの会」との連携】 

○学校生活と社会生活や職業生活を関連付け、将来の夢と学業を結びつけることにより学習意

欲を喚起します。 

 

＜研究・研修＞ 

○学年内で相互啓発を図り学級経営や教科指導などの指導力の向上に努めるとともに、職務を

通したＯＪＴを推進します。 

○校内研究の柱を国語科として研究を深め、国語科で身に付けた学び方を他の教科に生かすよ

う努めます。 
 

＜働き方改革＞ 

  〇勤務時間を意識して勤務し、子どもと向き合う時間を確保するため、業務の見直しを随時行

います。また、月当たり正規の勤務時間を８０時間超えて在校する教職員を「０」にします。 


